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３ 広島呉道路（クレアライン）４車線化の整備促進 

 土木建築局 

提案の要旨 

広島呉道路（クレアライン）の早期の４車線化と利用しやすく沿線の交通環境にも配慮した料金

体系について，国・西日本高速道路株式会社への働き掛けをお願いします。 

現状及び課題 

 広島呉道路（クレアライン）は，広島高速道路と東広島・呉自動車道を連絡する高規格道路で

あり，平成８年に仁保ＩＣ～呉ＩＣ間が供用されたことで，広島市・呉市の連携が強化され，広

域的な社会経済活動や観光周遊等を支え，地域の活性化に寄与してきました。 

 しかしながら，平成３０年７月豪雨災害の際には，各地で交通網が寸断され，広島呉道路につ

いても，８４日間全面通行止めとなり，発災直後の救命救急活動や緊急物資の輸送等に支障を来

すとともに，長期にわたり市民生活に多大な影響を及ぼしました。 

 こうしたことから，災害に強い道路ネットワークの構築を目的として，平成３１年３月に国と

西日本高速道路株式会社において広島呉道路の暫定２車線区間（坂北ＩＣ～呉ＩＣ）の４車線化

が決定されました。 

 ４車線化されることで，災害対応能力の向上はもとより，物流の効率化や交流人口の拡大等に

より広島広域都市圏の更なる発展にも極めて効果的であることから，呉市を始め周辺地域におい

ても早期整備に対する期待が非常に大きくなっています。 

 広島呉道路の４車線化は，平成３１年３月に完成した休山新道や令和４年３月に完成した東広

島・呉自動車道阿賀ＩＣ立体化等の幹線道路の整備と相まって，呉市を中心とした地域の交通状

況を劇的に改善するものでありますが，こうした効果の最大化を図るために，令和元年度から，

国土交通省において，呉市周辺地域の幹線道路ネットワークの機能強化等のための調査が進めら

れています。 

また，令和３年３月から広島呉道路と広島高速道路を連続して利用するＥＴＣ車を対象とした

料金割引制度が導入され，国道３１号や仁保ＩＣ周辺の渋滞緩和等も図られています。 

 地域の安全・安心の確保と更なる発展のためには，広島呉道路の早期の４車線化と利用しやす

く沿線の交通環境にも配慮した料金体系であることが必要だと考えています。 

取組状況等 

広島呉道路建設促進期成同盟会 
  令和元年１１月 ４市２町（広島市，坂町，廿日市市，江田島市，熊野町，呉市）により 

          広島呉道路建設促進期成同盟会（準備会）を設立 

  令和２年 ８月 県・４市２町の首長，議会，商工会議所等により広島呉道路建設促進 

期成同盟会を設立（顧問：広島県知事，会長：呉市長） 

  令和３年１１月 国会議員，財務省，国土交通省に要望 

  令和３年１２月 西日本高速道路株式会社（大阪本社）に要望 

事業予定 

時 期 広島呉道路（坂北ＩＣ～呉ＩＣ）４車線化事業 

令和４年度 用地買収，工事 

令和５年度 用地買収，工事 
  

事業経緯 
  昭和４５年度～ 事業着手（仁保ＩＣ～坂ＩＣ） 
  平成 ８年８月 仁保ＩＣ～呉ＩＣ間全線開通（坂北ＩＣ～呉ＩＣは暫定２車線） 
  平成３１年３月 ４車線化 事業許可（坂北ＩＣ～呉ＩＣ） 

平成３１年４月 重要物流道路に指定 
令和 ３年度～ ４車線化 工事着手（令和３年７月着工式開催） 
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提案の内容 

○ 広島呉道路（クレアライン）４車線化の早期整備 

令和３年度から４車線化の工事に着手いただき，市民の期待も高まっていますので，引き続き災

害に強い道路ネットワークの形成，地域の更なる発展のため，広島呉道路の４車線化の早期整備に

ついて，国・西日本高速道路株式会社への働き掛けをお願いします。 

○ 呉市周辺地域の幹線道路ネットワークの機能強化の促進 

広島呉道路の４車線化を始め，様々な道路の整備効果の最大化を図るため，呉市周辺地域の幹線

道路ネットワークの更なる機能強化について，国への働き掛けをお願いします。 

○ 利用しやすく沿線の交通環境にも配慮した料金体系 

令和３年３月に導入された広島呉道路と広島高速道路を連続して利用するＥＴＣ車に対する「広

島呉道路連続利用割引」により，地域経済の活性化，交流人口の拡大等が図られるものと期待して

います。今後も，利用しやすく沿線の交通環境の改善にも寄与する料金体系となるよう，国・西日

本高速道路株式会社への働き掛けをお願いします。 

 
 

 

 

区  分 事業主体 事業期間 区間・延長 

坂北ＩＣ～呉ＩＣ 

４車線化 

西日本高速道路

株式会社 
令和元年度～ 

坂北ＩＣ～呉ＩＣ 

約１２．２km 

呉市周辺地域の幹線道路ネット 

ワークの機能強化のための調査 
国土交通省 令和元年度～ 

呉ＩＣ～阿賀ＩＣ 

約４km 
 

 

広島呉道路（クレアライン）４車線化等 
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４ 東広島・呉自動車道の更なる機能強化・ 
  強靱化対策の推進 

 土木建築局 

提案の要旨 

東広島・呉自動車道のピンポイント渋滞対策，安全性・信頼性向上の取組，更なる機能強化の推

進をお願いします。 

現状及び課題 

 一般国道３７５号は，呉市から三次市を経由し島根県大田市を結ぶ主要な幹線道路であり，中

国地方を横断し山陰と山陽の連係を強化する等，重要な役割を担っています。 

 なかでも，呉市から東広島市にかけての沿線地域は，昭和５９年に広島中央テクノポリス地域

に指定されて以来，地域産業の技術高度化と先端技術開発の拠点として，目まぐるしい発展を遂

げてきました。 

 一方で，地域の発展とともに一般国道３７５号の交通渋滞が深刻な課題となり，経済・社会の

グローバル化が進む中，競争力を高め新たな経済成長を持続していくために，高速ネットワーク

機能の充実・強化が求められ，高規格幹線道路『東広島・呉自動車道』が計画されました。 

 東広島・呉自動車道は，平成３年に広島県により事業着手され，平成５年からは国の直轄事業

として強力に推進いただき，平成２７年３月に暫定２車線で全線供用されました。 

 全線供用後は，沿線地域の慢性的な渋滞が緩和され，物流の効率化等に伴い企業進出は更に加

速し，移動時間の短縮により交流人口も拡大するなど，地域経済の発展を支えてきました。 

また，平成３０年７月豪雨災害では，発災直後の迅速な救命救急活動や緊急物資の輸送を支え，

更に広島・呉間の広域迂回ルートとしての役割も果たし，災害による社会経済活動への影響を最

小限に抑えることに寄与しました。 

こうしたことから，当路線は平成３１年４月に重要物流道路にも指定されたところであり，暫

定２車線供用による事業効果の最大化と安全性・信頼性の向上が求められています。 

こうした中，令和４年３月に阿賀ＩＣ立体化（呉方面）が完成したほか，令和４年度には全線

の土工区間や中小橋におけるワイヤロープの設置が完了する予定です。 

ピンポイント渋滞対策として，阿賀ＩＣでは，本線から広方面へ向かう車両と市道から呉方面

へ向かう車両との錯綜
さ く そ う

や広方面の交通混雑などが見られることから，阿賀ＩＣ立体化（呉方面）

の事業効果の検証や広方面立体化の事業の検討が必要だと考えています。また，安全性・信頼性

向上の取組として長大橋やトンネル区間における正面衝突事故対策，災害に強い道路ネットワー

クを構築するための４車線化など，更なる機能強化が必要だと考えています。 
 

取組状況等 

 東広島呉自動車道建設促進期成同盟会（会長：呉市長） 

  構成団体 ４市１町（呉市，東広島市，竹原市，江田島市，熊野町） 

  令和３年７月・１０月 中国地方整備局，広島県に要望 

  令和３年１１月    国会議員，財務省，国土交通省に要望 

 

 事業経緯 

  平成３年度   事業着手 

  平成２７年３月 暫定２車線で全線供用（阿賀ＩＣ～高屋ＪＣＴ・ＩＣ） 

  平成２９年３月 阿賀ＩＣ立体化事業 工事着手 

平成３１年４月 重要物流道路に指定 

  令和 ４年３月 阿賀ＩＣ立体化（呉方面） 完成 
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提案の内容 

○ 阿賀ＩＣ立体化の事業効果の検証及び広方面の事業の検討 

  東広島・呉自動車道と一般国道１８５号が接続する先小倉交差点は，主要渋滞ポイントに位置付
けられており，平成３０年には県内で最も交通事故が多発する交差点となっていましたが，令和４
年３月に阿賀ＩＣの呉方面の立体化が完成し，安全性の向上や交通の円滑化が図られています。 
東広島・呉自動車道の全線供用と一般国道１８５号休山新道４車線化の効果の最大化を図る観点

から，阿賀ＩＣ立体化の事業効果の検証，また，更なる機能強化として，広方面について事業の検
討をお願いします。 

○ 安全性・信頼性向上の取組の推進 

  事故による通行止め等を回避するため，暫定２車線区間の飛び出し・正面衝突事故の対策につい
て，長大橋やトンネル区間においても対策実施に向けて引き続き検討いただくなど，安全性・信頼
性向上の取組をお願いします。 

○ 暫定２車線区間の更なる機能強化の推進 

  平成３０年７月豪雨災害では，当路線も土石流により被災し通行止めとなりましたし，近年，異

常気象と自然災害が激化していますので，災害に強い道路ネットワーク構築のために４車線化等の

更なる機能強化をお願いします。 

 

 

 

 

 

高規格道路 東 広 島 ・ 呉 自 動 車 道 

市道との合流ポイントでの錯綜，先小倉交差点(広方面）の右折車による渋滞 

R4.4撮影 

広方面
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５ 一般国道１８５号の早期事業化等 
 

 土木建築局・都市建築技術審議官 

提案の要旨 

一般国道１８５号（広～安浦）の事業化に向けた取組を進め，喫緊の課題である広～川尻・安芸

灘大橋までの早期事業化と現道の機能強化をお願いします。 

現状及び課題 

 一般国道１８５号は，呉市から東広島市・竹原市を経由し三原市を結ぶ主要な幹線道路であり，瀬

戸内海沿岸部の連係を強化し，山陽自動車道や一般国道２号の代替路線としての機能も有するなど，

重要な役割を担っています。 

 沿線地域には，ものづくり産業における世界トップレベルの技術やオンリーワン・ナンバーワン企

業が集積しており，当路線は欠かすことができない物流基盤として，古くから企業活動を支えてきま

した。さらに，呉市から三原市までの海岸線は，瀬戸内海国立公園の中でも屈指の絶景で，日本固有

の素晴らしい歴史・文化を有することから，当路線は日本風景街道に指定されており，個性豊かな観

光拠点を連絡する交流基盤として，広域的な観光周遊も支えてきました。 

 一方で，平成３０年７月豪雨災害では，土石流の発生や道路のり面の崩壊等により，多数の箇所が

全面通行止めとなり，地域が孤立し迅速な救命救急活動に支障を来しました。 

 こうしたことから，平常時・災害時を問わない安定的な輸送を確保すべき路線として，平成３１年

４月に国土交通大臣において重要物流道路に指定されたところです。 

 このように重要な路線であることから，交通容量が不足し慢性的な渋滞が発生している箇所や，通

学路でありながら歩道が未整備である箇所については，早期事業化が必要だと考えており，特に広か

ら川尻までの区間は，主要渋滞ポイントの解消や増加するサイクリストへの対応のためにも，喫緊の

課題だと認識しています。また，地域の安全・安心の確保と災害に強い道路ネットワーク構築のため

には，通学路交通安全プログラムに基づく歩道整備や，無電柱化推進計画に基づく電線共同溝の整備

など現道の機能強化が必要だと考えています。 

取組状況等 

 国道１８５号整備促進期成同盟会（会長：呉市長） 
  構成団体 ５市１町（呉市，竹原市，三原市，東広島市，江田島市，熊野町） 

  令和２年７月     東広島市・三原市に参画いただき，国道１８５号（呉～安浦間）整備促進

期成同盟会（呉市，竹原市，江田島市，熊野町）から，新たな期成同盟会

として組織を刷新 

  令和３年７月・１０月 中国地方整備局，広島県に要望 

  令和３年１１月    国会議員，財務省，国土交通省に要望 

事業予定 

時 期 川尻歩道整備 呉広本町電線共同溝 

令和４年度 工事 工事 

令和５年度 工事，完成予定 工事 
 
 事業経緯 
  平成１８年３月 国道１８５号呉市仁方地区みちづくり協議会から 
          一般国道１８５号呉市仁方地区の道路整備の方針に関する提言書提出 
  平成３１年４月 重要物流道路に指定 
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提案の内容 

○ 一般国道１８５号（特に広～川尻・安芸灘大橋）の早期事業化 

  広から安浦までの事業化に向けた取組を進め，特に主要渋滞ポイントの解消と増加するサイクリ

ストに対応するため，広から川尻・安芸灘大橋までの早期事業化をお願いします。 

○ 川尻町西１丁目の歩行空間の早期整備 

  幅員狭小で交通量も多く平成２７年に死亡事故も発生しており，通学児童は大きな迂回を余儀な

くされていることから，歩行空間の早期整備をお願いします。 

○ 広本町の電線共同溝の早期整備 

  道路の安全性や信頼性を向上させるために，電線共同溝の早期整備をお願いします。 

 

 

 一 般 国 道 １ ８ ５ 号  

 

 

広～安浦間の道路整備 

平成30年7月豪雨災害 

の際の通行止め 

仁仁方方町町川川尻尻越越  被被災災状状況況  

川川尻尻町町歩歩道道整整備備  

通行止め 

５日 

歩道 

未整備 
広～川尻バイパス 
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６ 一般国道４８７号等の早期整備 

 土木建築局 

提案の要旨 

一般国道４８７号（南伸ルート・湾内アクセス）の早期事業化と早瀬大橋の耐震補強等の加速，
及び（主）呉環状線，（一）中大迫清田線の早期整備をお願いします。 

現状及び課題 

 江能倉橋島地域は，広島県の南西部に位置し，江田島，能美島，倉橋島から成り，音戸大橋・

第二音戸大橋により本土と倉橋島が結ばれ，さらに早瀬大橋によって江田島，能美島までつなが

っています。 

 この地域は，瀬戸内特有の温暖な気候で豊かな自然と様々な地域資源に恵まれており，昭和６０

年に半島振興法に基づく半島振興地域に指定されて以来，産業や観光の振興，交通網や生活基盤

の整備等を着実に進め，地域の活性化や定住促進等を図ってまいりました。 

 なかでも，就業・就学，高次医療機関及び都市的サービスは，広島市や旧呉市への依存が大き

いため，本土との連係を強化する交通体系の拡充と道路網の整備について重点的に取り組んでき

たところであり，特に音戸大橋の慢性的な渋滞の解消を目的に整備された一般国道４８７号警固

屋音戸バイパスは，地域の活性化に極めて大きな効果を発揮してきました。 

 その他にも，一般国道４８７号藤脇バイパスと主要地方道音戸倉橋線釣士田バイパスの整備は，

地域課題の解決に大きく貢献し，さらには東広島・呉自動車道の全線供用により広島空港や山陽

新幹線，山陽自動車道へのアクセス性が飛躍的に向上したことで，これまで以上に広域的な地域

間交流が可能となりました。 

 一方で，平成３０年７月豪雨災害では，倉橋島地域の国道・県道で２２か所が全面通行止めと

なり，災害に強い道路ネットワークの必要性が改めて認識されたところです。 

 当地域が，様々な地域資源を活用し，地域が有する潜在能力を最大限発揮して，個性ある豊か

な地域として持続的発展を遂げていくため，地域の大動脈である一般国道４８７号や県道の早期

整備が必要だと考えています。 

取組状況等 

 国道４８７号等整備促進期成同盟会設立（会長：呉市長） 

  構成団体 ３市（呉市，広島市，江田島市） 

  令和３年７月・１０月 中国地方整備局，広島県に要望 

  令和３年１１月    国会議員，財務省，国土交通省に要望 

 

事業予定 

時 期 早瀬大橋耐震補強 呉環状線（警固屋） 呉環状線（阿賀南） 中大迫清田線(先奥) 

令和４年度 
工事， 

支障物件移転 
地元調整，設計 工事，用地買収 用地測量 

令和５年度 工事 設計 工事 用地買収 

 

 事業経緯 

  平成１１年度  南伸ルート・湾内アクセス検討着手（測量，調査実施） 

  平成２５年３月 警固屋音戸バイパス暫定２車線供用開始 

  平成３１年４月 重要物流道路の代替・補完路に指定 

 

 

 



12 

 

提案の内容 

○ 南伸ルート・湾内アクセスの早期事業化 

  東広島・呉自動車道の全線開通により広島空港や山陽新幹線，山陽自動車道との広域交通ネット

ワークが形成されたところであり，その効果を最大限発揮させ，地域が持続的に発展していくため

に，南伸ルート・湾内アクセスの早期事業化をお願いします。 

○ 早瀬大橋の耐震補強と老朽化対策の加速 

  早瀬大橋は，江田島市と呉市を連絡する唯一の経路でありながら，十分な耐震性能が確保できて

いないため，切迫する巨大地震に備え早期の耐震化をお願いします。 

  また，間もなく建設後５０年が経過しますので，適切な老朽化対策をお願いします。 

○ 主要地方道呉環状線（警固屋，阿賀南）の早期整備 

  江能倉橋島地域から東広島・呉自動車道へのアクセス道路である主要地方道呉環状線の警固屋，

阿賀南の早期整備をお願いします。 

○ 一般県道中大迫清田線（先奥）の早期整備 

  地域で屈指の営農団地へのアクセス道路である一般県道中大迫清田線（先奥）の早期整備をお願

いします。 

 

 一 般 国 道 ４ ８ ７ 号 等  
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７ 主要地方道呉平谷線・都市計画道路焼山押込線の 

早期整備 
 土木建築局・都市建築技術審議官 

提案の要旨 

主要地方道呉平谷線（上二河～此原）・都市計画道路焼山押込線（焼山北～焼山泉ヶ丘・焼山北）

の早期整備をお願いします。 

現状及び課題 

 主要地方道呉平谷線は，呉市中央地区から昭和地区を経て熊野町に至る幹線道路であり，広島市

と呉市を連絡する一般国道３１号の代替ルートとしての機能も有する等，重要な役割を担っていま

す。沿線地域は呉市のみならず，広島市や東広島市とも近接することからベッドタウンとして急速

に発展し，周辺地域には産業団地も点在する等，本路線は地域に欠かすことができない生活・物流

基盤となっています。 

 平成３０年７月豪雨災害では，広島市と呉市を連絡する道路の中で奇跡的に唯一大きな被災を免

れ，救命救急活動や緊急物資の輸送等を担い，円滑な復旧・復興活動に寄与しました。 

 このように多くの重要な役割を担う路線でありながら，慢性的な交通渋滞が発生し，さらには大

雨に伴う事前通行規制路線に指定されていることから，安全で円滑，安定した交通機能の確保が大

きな課題となっています。近年，異常気象と自然災害が激化しており，災害に強い道路ネットワー

ク構築のためにも本路線の早期整備が必要だと考えています。 

 さらに，街路事業でこれまで整備いただいた箇所の沿線は，商業施設が立地するなど土地利用が着

実に進み，新たなまちづくりに大きく寄与していますので，地域の活性化のためには都市計画道路の

整備が必要と考えています。 

取組状況等 

 主要地方道呉平谷線整備促進期成同盟会設立（会長：呉市長） 
  構成団体 ２市１町（呉市，東広島市，熊野町） 

  令和３年７月・１０月 国土交通省中国地方整備局，広島県に要望 

  令和３年１１月    国会議員，財務省，国土交通省に要望 
 

事業予定 

時 期 
主要地方道呉平谷線 
（上二河～此原） 

都市計画道路焼山押込線 
（焼山北～焼山泉ヶ丘） 

都市計画道路焼山押込線 
（焼山北） 

令和４年度 工事 用地買収，工事 測量・設計，用地買収 

令和５年度 工事 用地買収，工事 用地買収 
 
 事業経緯 

 （１）主要地方道呉平谷線（上二河～此原） 

    平成１２年度  事業着手 

    平成１７年度  此原工区 工事着手 

    令和 ２年度  上二河工区 工事着手 

 （２）都市計画道路焼山押込線 

    平成 ３年度   事業着手 

    平成１４年４月 焼山此原町～焼山西１丁目 供用開始 

    平成２２年２月 焼山西１丁目～焼山北１丁目 供用開始 

    平成３０年度  焼山北～焼山泉ヶ丘 事業着手 
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提案の内容 

○ 主要地方道呉平谷線(上二河～此原)の早期整備 

  上二河から此原については，令和３年３月に着工いただき，市民の期待も高まっていますので，

早期整備をお願いします。また，橋りょうやトンネル等の工事の実施に当たっては，事業が円滑に

進むよう，市民向けの工事に関する情報発信を積極的に実施するなど，丁寧な説明を行っていただ

くことをお願いします。 

○ 都市計画道路焼山押込線（焼山北～焼山泉ヶ丘・焼山北）の早期整備 

  焼山北から焼山泉ヶ丘については，関連する市道整備も着実に進めますので工事の推進をお願い

します。また，焼山北については，今後ボトルネックとなることが懸念されることから，用地買収

に着手いただき，早期整備をお願いします。 
 

 

主要地方道呉平谷線，都市計画道路焼山押込線 

 

 

 

 

 

呉平谷線（上二河～此原）イメージパース 

 

至 呉市街 

至 此原 
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８ 県が管理する国道・県道の早期整備 
  

 土木建築局・都市建築技術審議官 

提案の要旨 

放射環状型道路網を構築し，緊急輸送道路や合併支援道路等に位置付けられた国道・県道の早期 

整備と適切な維持管理の推進をお願いします。 

現状及び課題 

人流・物流はあらゆる生産活動の根幹であり，様々な交通インフラの中でも，道路が最も身近な施
設として，その活動を支えています。 
まちづくりと道路整備は不可分の関係にあり，特に都市間や中心地と郊外を結ぶ放射状道路は，都

市の連係強化による様々な効果が期待できることから，最も重要な路線として優先的に整備を進める
必要があります。 
また，放射状道路を相互に連絡する環状型道路は，交通の分散を図り中心地の交通混雑を解消し，

さらに発災時における代替路線の確保に効果的であることから，災害に強いまちづくりを進める上
で，環状型道路の整備は極めて重要です。 
このため，呉市においても放射環状型道路網の整備を強力に推進する必要があると考えています。 
この道路網は，呉市では国道・県道により構築され，多くの路線が緊急輸送道路や合併支援道路に

指定されるなど，性質的にも重要な路線として位置付けられています。 

放射環状型道路網の整備は，まちづくりの基本であり，合併支援道路は合併したまちの持続的発展

に寄与するものであり，さらに緊急輸送道路の機能強化は災害に強いまちづくりに不可欠であること

から，国道や県道の早期整備と橋りょう耐震補強などの強靱
じん

化対策は極めて重要と考えています。 

取組状況等 

 広島県中央地域振興対策協議会 
  構成団体 ５市５町（呉市，竹原市，東広島市，三原市，江田島市，府中町，海田町， 
            熊野町，坂町，大崎上島町） 
  令和３年１０月 国会議員，財務省，国土交通省に要望 
 
 整備箇所（道路整備計画２０２１） 

  ※ 道路整備計画2021は，県が策定した道路事業に係る５か年実施計画（R３～R７年） 

区分 道路区分 路線名 区間 道路整備計画2021 緊急輸送 合併支援

(主)呉平谷線 上二河～此原 R7以降も継続 〇

(主)音戸倉橋線 井目木 R7までに部分完成 〇 〇

阿賀南 R7までに完成 〇

警固屋 R7以降も継続 〇

天応 R7以降も継続

焼山 R7以降も継続

(一)倉橋大向釣士田港線 本浦 R7以降も継続 〇

(一)中大迫清田線 先奥 R7以降も継続 〇

(一)豊島線 内浦 R7以降も継続 〇

焼山北～焼山泉ヶ丘 R7までに完成 〇

焼山北 R7以降も継続 〇

(主)呉平谷線 押込 R7までに完成 〇

(主)音戸倉橋線 宇和木 R7までに完成 〇

(主)呉環状線 郷原～苗代 R7までに完成 〇

(一)広仁方停車場線 広長浜～広小坪 R7以降も継続

(一)川尻安浦線 安浦中央 R7までに完成

耐震補強 国道487号 早瀬大橋 R7までに完成 〇

法面災害防除 国道375号ほか9路線 50箇所 R7までに完成 10路線 7路線

(都)焼山押込線

改築系

防災系

県道

街路

交通安全
事業

(主)呉環状線
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提案の内容 

○ 国道・県道の早期整備 

  放射環状型道路網を形成し，緊急輸送道路や合併支援道路など，性質的にも重要な役割を担う国

道・県道の早期整備と適切な維持管理の推進をお願いします。また，次期道路整備計画に次の箇所

が位置付けられ，円滑に事業が進められるよう配慮をお願いします。 

・主要地方道呉環状線（郷原～苗代） 

○ 橋りょう耐震補強などの強靱化対策等の加速 

  災害に強い道路ネットワークの機能強化のため，早瀬大橋の耐震化及び道路法面災害防除による

強靱化対策の推進をお願いします。 

○ 通学路における交通安全対策の推進 

   令和３年６月に発生した千葉県八街市での交通事故を受け，道路空間の安全を確保するために実

施した通学路合同点検の結果を踏まえた対策箇所などにおいて，歩道整備等をお願いします。 

  また，次期道路整備計画に次の箇所が位置付けられ，円滑に事業が進められるよう配慮をお願い

します。  

・国道３７５号（郷原） 

・国道４８７号（渡子）など 

 
県が管理する国道・県道 事業箇所 

 

 

 
 

 

呉環状線（天応～焼山） 豊島線（内浦） 

H30 年 7 月豪雨被災状況 

凡例 

道路改良・街路改良 

交通安全 

耐震補強 
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10 ＪＲ呉線の機能強化等 

 地域政策局交通対策担当 

提案の要旨 

ＪＲ呉線の機能強化及びバリアフリーに配慮した施設整備等についてＪＲ西日本へ働き掛けをお
願いします。 

現状及び課題 

ＪＲ呉線は，呉市を含めた芸南地域と県庁所在地の広島市とを結ぶ重要な公共交通機関であり，

地域住民の日常生活に欠くことのできない交通手段です。 

平成３０年７月豪雨により，ＪＲ呉線は甚大な被害を受け，長期間にわたり運休を余儀なくされ

たことから，通勤・通学を始め地域住民の日常生活に多大な影響を及ぼしました。このため，頻発

する自然災害に耐え得るＪＲ呉線の恒久的な機能強化が必要となっています。 

また，このＪＲ呉線の中でも，特に広駅以東の区間については，利用者の減少が続いており，列

車の減便によって，地域住民の利便性が低下しています。こうした中，呉市では，平成１３年に沿

線４市（呉市，東広島市，竹原市及び三原市）により「瀬戸内さざなみ線利用促進委員会」を設置

し，広報活動や各種イベントの開催などにより利用促進の取組を実施していますが，観光客等の利

用を更に促進させるためには，今後，ＪＲ西日本とも連携した取組が必要だと考えています。 

さらに，呉線沿線にはバリアフリー未対応の駅が多く，地域住民からは，誰もが安心して利用で

きる駅施設の整備に対する強い要望があり，呉市では，令和３年度に呉市の負担による安芸川尻駅

のバリアフリー化に着手したほか，吉浦駅についても，現在，バリアフリー化に向けての環境整備

を行っているところです。 

こうした状況に加え，現在，国において地方ローカル線を含む地方公共交通の在り方について，

議論が進められていますが，鉄道路線は，広域ネットワークとして維持されることが重要な意義を

持つ公共交通機関であり，地方の公共交通ネットワークをどのように維持していくのか，呉市とし

ても，議論の推移を注視しています。 

今後の芸南地域の発展と活性化に向けて，ＪＲ呉線の機能強化やバリアフリー化の推進，ダイヤ

調整などによる利便性の向上等による，誰もが安心・快適に利用できる鉄道環境の整備が求められ

ています。 

取組状況等 

 昭和６３． ５ ＪＲ呉線複線化等期成同盟会設立（４市１８町及び商工会議所等） 

         ※平成１７．４月以降，６市３町及び商工会議所等 

 平成 ６． ９ ＪＲ呉線複線化実施調査着手（平成７．３完了） 

 平成１１． ２ 呉～広島間輸送改善事業完了 

 平成１３．１０ 瀬戸内さざなみ線利用促進委員会設置 

 平成１４． ３ 新広駅開業：エレベーター２基設置 

 平成１４． ３ 呉駅：エレベーター２基設置 

 平成１５． ３ 広駅：エレベーター２基設置 

 平成１６． ６ ＪＲ呉線活性化推進協議会設置委員会設置 

 平成１７．１０ ＪＲ呉線観光列車運行開始 

 平成１８． ７ ＪＲ呉線活性化検討会・ＪＲ呉線利用促進検討会設置 

         ＪＲ呉線活性化検討調査着手（平成２１．３完了） 

 平成１８． ７ 安芸阿賀駅駅舎改築等完了（エレベーター２基設置） 

 平成１９． ４ 安芸阿賀駅周辺整備事業完了 

 平成２５． ８ 呉駅：点状ブロック設置 

 平成２９． ３ 新広駅改良等工事完了：駅舎の改良（みどりの窓口設置），営業設備の整備 

（自動改札機増設）（呉市費用負担），ホーム拡幅及び上屋設置工事（ＪＲ費

用負担） 

 令和 ３． ６ 安芸川尻駅バリアフリー化整備事業（基本計画策定）着手 
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提案の内容 

○ 災害に備えるための強靱化対策の推進 

  ＪＲ呉線全線において，頻発する自然災害に耐え得る恒久的な機能強化について，ＪＲ西日本

への働き掛けをお願いします。 

○ 安全・安心に配慮した駅施設の整備 

  駅施設の更なるバリアフリー化（特に安芸川尻駅，吉浦駅など）の推進について，ＪＲ西日本へ

の働き掛けをお願いします。また，移動円滑化基本方針に基づく駅施設のバリアフリー化整備に対す

る，県からの一部負担についても検討をお願いします。 

○ 運行改善による利便性の向上 

 ・呉駅～広島駅間の快速列車の増便 

・ダイヤ調整や行き違いの工夫による所要時間の短縮 

 ・新幹線と呉線の接続時間の短縮 

 ・呉駅・広駅における三原方面列車との接続改善 

 以上について，ＪＲ西日本への働き掛けをお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＪＲ安芸川尻駅・跨線橋 

広駅 

呉駅 

安芸阿賀駅 

ＪＲ吉浦駅・ホーム 



41 

 

21 生活交通の維持・確保 

 地域政策局交通対策担当 

 提案の要旨 

 「生活バス（コミュニティバス）」や生活航路などの生活交通の維持・確保をお願いします。 

 現状及び課題 

呉市の公共交通は，市域を東西に貫くＪＲ呉線と市域の広範囲をカバーする路線バスを基軸とし，これ

らを補完する移動手段として，市が運行主体の「生活バス」や，本土と離島とを結ぶ民間航路等で構成さ

れており，いずれの交通機関も市民生活に不可欠な移動手段となっています。 

しかしながら，少子高齢化や過疎化の進行等による輸送人員の減少が続く中，国内各地で民間バス路線

の再編・見直しや航路の減便・廃止が相次ぐなど，公共交通を取り巻く情勢は大変厳しいものとなってい

ます。 

このため呉市では，民間事業者が運行する路線バスや「生活バス」等への運行支援に加え，民間航路に

ついても，運航経費の一部を市単独で助成することにより，生活交通の維持・確保に努めています。 

一方で，バス，航路とも利用者減少による収支の悪化が進み，これまでに民間事業者が不採算のため退

出した路線バス１４路線についても，市民生活を維持するため，「生活バス」へ移管しており，これによ

り，市の財政負担が増大しています。 

こうした中，令和２年９月に「呉市地域公共交通網形成計画」を策定し，「生活バス」の路線や運行形

態等の見直しなど，呉市としても収支改善や利便性向上に向け，対策に取り組んでいるところですが，新

型コロナウイルス感染症の影響による収入減が重なり，生活交通の維持・確保に係る市の財政負担は更に

増大しました。 

県においては，従来から生活交通路線及び生活航路等の維持・確保に向け，対策を講じていただい

ているところですが，将来にわたり安定的に生活交通の維持・確保をしていくためにも，より一層の取組

が求められています。 

 取組状況等 

○ 呉市内生活バス路線等名，路線・系統数及び市負担額（総額３９３，０００千円） 

   

路線等名 路線・系統数 市負担額（Ｒ４年度予算） 路線等名 路線・系統数 市負担額（Ｒ４年度予算）

下蒲刈地区 １路線　２系統 １２，３００千円 呉苗代下条線 １路線　１系統

川尻地区 １路線　２系統 １５，３００千円 北原神山峠線 １路線　１系統

倉橋地区 ４路線１４系統 ２４，１００千円 見晴町線 １路線　１系統

安浦地区 ２路線１１系統 １７，８００千円 阿賀音戸の瀬戸線 １路線　３系統 ５７，５００千円

音戸さざなみ線 １路線　３系統 １９，８００千円 田原藤の脇線 １路線　２系統 ３１，１００千円

白石白岳交差点循環線 １路線　３系統 仁方小須磨線 １路線　１系統 １６，５００千円

横路交差点循環線 １路線　４系統 広長浜線 １路線　２系統 ６０，７００千円

昭和循環線（北・中央・南） ３路線　７系統 ３３，９００千円 広川尻線 １路線　２系統 ３４，５００千円

４３，７００千円

２５，８００千円

 

 

○ 呉市域生活航路及び市負担額（総額７１，１８５千円） 

種別 航路名 市負担額（令和４年度予算） 

離島航路 
三角～久比航路 

２５，８８５千円 
斎島～久比航路 

生活航路 
情島航路 ８，３００千円 

小長～明石航路 ３７，０００千円 

○ 【参考】呉市内路線バス 

      路線・系統数：９路線・４６系統，市負担額（令和４年度予算）：５００，０００千円 
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 提案の内容 

○ 生活バスや生活航路などの生活交通の維持･確保 
地域住民の移動手段として不可欠な生活交通を将来にわたり維持し，確保していくため，県からの支

援の拡充をお願いします。 

 【生活バス】広島県市町等運行路線再編促進費補助金の補助単価・補助率等の引上げ 

 【生活航路】広島県生活航路維持確保対策事業補助金の算定方法の見直し 
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地方港湾整備（御手洗港）

海岸事業（豊島漁港海岸）
漁港整備（豊島漁港）

安浦中畑 ・ 下垣内地区内道路


